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こ
こ
数
年
、
事
前
に
予
想
し
え
な
か
っ
た
シ
ョ
ッ
ク

が
、
我
が
国
を
含
む
世
界
経
済
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て

き
た
。
一
つ
は
、
二
〇
一
九
年
末
に
中
国
武
漢
市
で
発
生

し
たCO

V
ID
19

で
あ
る
。
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
よ
う
な
規
模
の

感
染
症
の
可
能
性
は
認
識
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
全
世
界

で
二
年
以
上
に
わ
た
り
、
流
行
が
続
き
、
世
界
経
済
に
深

刻
な
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
予
想
し
て

い
た
者
は
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
ま
た
、
本

年
二
月
に
は
、
ロ
シ
ア
・
プ
ー
チ
ン
政
権
が
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
に
対
す
る
全
面
侵
攻
を
開
始
し
た
。
英
米
の
情
報
機
関

を
除
け
ば
、
専
門
家
で
も
こ
う
し
た
侵
攻
を
事
前
に
予
想

し
て
い
な
か
っ
た
が
、
同
侵
攻
は
、
多
く
の
命
を
奪
う
だ

け
で
な
く
、
ロ
シ
ア
に
対
す
る
制
裁
の
影
響
や
資
源
価
格

の
高
騰
等
を
通
じ
、
世
界
経
済
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
る
。
世
界
が
複
雑
に
結
び
つ
い
た
現
代
に
お
い
て
は
、

政
府
は
、
東
南
海
大
地
震
の
よ
う
な
既
知
の
リ
ス
ク
の
み

な
ら
ず
、
想
定
外
の
リ
ス
ク
に
も
備
え
て
お
か
ね
ば
な
ら

な
い
。

　

金
融
政
策
の
余
地
が
限
ら
れ
て
い
る
状
況
下
で
は
、
経

済
シ
ョ
ッ
ク
へ
の
政
府
の
主
な
対
応
の
多
く
は
、
財
政
上

の
措
置
と
な
る
。
我
が
国
に
お
い
て
も
、
コ
ロ
ナ
禍
に
対

し
、
国
民
全
員
一
〇
万
円
の
給
付
な
ど
、
巨
額
の
財
政
支

〔
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Ｒ
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出
が
な
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
原
油
価
格
の
高
騰
に
よ
る

ガ
ソ
リ
ン
価
格
上
昇
を
抑
制
す
る
た
め
、
日
本
政
府
は
、

現
在
、
石
油
元
売
り
会
社
へ
の
補
助
金
給
付
と
い
う
異
例

の
措
置
を
講
じ
て
お
り
、
政
府
与
党
は
、
さ
ら
に
、
補
正

予
算
に
お
い
て
、
同
補
助
金
の
増
額
を
図
る
と
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
財
源
は
、
基
本
的
に
赤
字
国
債
の
増
発
に

よ
り
確
保
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
我
が
国
の
公
債
残

高
（
国
・
地
方
合
計
）
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
二
〇
〇
％
を
超

え
、
先
進
国
の
み
な
ら
ず
、
世
界
各
国
の
中
で
も
最
悪
の

状
況
に
あ
る
。
こ
う
し
た
高
い
公
債
比
率
は
、
金
利
上
昇

に
対
し
、
非
常
に
脆
弱
な
こ
と
を
意
味
す
る
。
政
府
の
利

払
い
費
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率
は
、
金
利
×
公
債
比
率
な
の
で
、

公
債
比
率
が
二
〇
〇
％
を
超
え
る
国
で
は
、
金
利
が
二
倍

に
な
れ
ば
、
利
払
い
費
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率
は
四
倍
と
な
る
。

現
在
、
イ
ン
フ
レ
抑
制
の
た
め
、
諸
外
国
が
金
利
を
引
き

上
げ
る
中
で
も
、
日
本
銀
行
は
、
異
次
元
の
金
融
緩
和
を

継
続
し
て
い
る
た
め
、
長
期
金
利
も
非
常
に
低
い
水
準
に

維
持
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
結
果
の
金
利
差
が
悪
い
円
安

を
招
い
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
る
。
円
安
是
正
の
た
め
、
金

利
を
引
き
上
げ
れ
ば
、
財
政
の
持
続
可
能
性
に
対
し
、
疑

問
が
呈
さ
れ
る
。
デ
フ
ォ
ル
ト
の
可
能
性
が
わ
ず
か
で
も

あ
る
と
な
る
と
、
国
債
金
利
は
そ
れ
を
反
映
し
て
上
昇
す

る
。
そ
の
上
昇
が
、
財
政
の
破
綻
確
率
を
さ
ら
に
引
き
上

げ
る
た
め
、
国
債
金
利
は
さ
ら
に
上
昇
す
る
。
こ
の
よ
う

な
ス
パ
イ
ラ
ル
的
に
金
利
が
上
昇
し
、
財
政
破
綻
を
招
く

公
債
比
率
を
財
政
限
界
（fiscal�lim

it

）
と
呼
ぶ
。
財
政

限
界
ま
で
、
ど
の
程
度
の
公
債
比
率
の
上
昇
の
余
地
が
あ

る
か
が
、
財
政
余
力
（fiscal�space

）
で
あ
る
。
筆
者

の
試
算
で
は
、
巨
大
地
震
の
可
能
性
ま
で
織
り
込
ん
で
考

え
る
と
、
我
が
国
は
、
財
政
余
力
が
ほ
と
ん
ど
な
い
状
況

で
あ
る
。
我
が
国
の
財
政
は
、
負
の
経
済
シ
ョ
ッ
ク
に
対

す
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
強
靭
性
）
が
非
常
に
低
い
状
況
に

あ
る
。

　

本
来
、
今
後
と
も
想
定
外
の
経
済
シ
ョ
ッ
ク
が
生
じ
る
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こ
と
が
予
想
さ
れ
る
場
合
、
ど
の
よ
う
な
財
政
政
策
が
望

ま
し
い
の
だ
ろ
う
か
？
バ
ロ
ー
・
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
教
授

のtax�sm
oothing�

仮
説
に
よ
れ
ば
、
負
の
経
済
シ
ョ
ッ

ク
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、
平
時
に
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
財

政
黒
字
を
続
け
、
財
政
余
力
を
拡
大
し
、
シ
ョ
ッ
ク
が
発

生
し
た
際
の
巨
額
の
財
政
支
出
に
備
え
る
の
が
正
し
い
と

さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
十
分
な
財
政
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
が
確

保
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
そ
う
し
た
政
策
を
取
っ
て

い
な
け
れ
ば
、
い
ず
れ
か
の
時
点
で
財
政
破
綻
を
回
避
す

る
た
め
の
大
増
税
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
経
済
に
必
要
以
上

の
悪
影
響
を
与
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　

我
が
国
で
は
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
と
い
う
言
葉
は
、
例
え

ば
津
波
に
対
し
て
巨
大
な
堤
防
を
建
設
し
て
、
被
害
を
減

少
さ
せ
る
と
い
っ
た
特
定
の
支
出
を
正
当
化
す
る
文
脈
で

用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
際
の
財
源
に
つ
い
て

は
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
確
保
の
た
め
の
重
要
な
支
出
な
の
だ

か
ら
、
国
債
を
発
行
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
議
論
が
な
さ
れ

る
。
し
か
し
、
ど
の
よ
う
な
シ
ョ
ッ
ク
が
来
る
か
不
確
実

な
時
代
に
お
い
て
は
、
そ
う
し
た
安
易
な
議
論
に
は
問
題

が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
次
に
来
る
シ
ョ
ッ
ク
が
、
想
定
外

の
場
合
、
特
定
の
目
的
に
し
か
有
用
で
な
い
投
資
は
、
効

果
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
ウ
ク
ラ
イ

ナ
で
起
き
た
戦
争
に
対
し
、
巨
大
な
堤
防
は
何
の
役
に
も

立
た
な
い
。
さ
ら
に
、
そ
う
し
た
投
資
の
多
く
は
、
経
済

学
で
い
う
と
こ
ろ
の
不
可
逆
な
投
資
で
あ
る
。
一
般
的
な

用
途
が
あ
る
設
備
で
あ
れ
ば
、
想
定
外
の
シ
ョ
ッ
ク
が

あ
っ
た
場
合
、
そ
の
設
備
を
売
却
し
て
現
金
化
し
、
そ
の

シ
ョ
ッ
ク
に
有
効
な
支
出
（CO

V
ID
19

で
あ
れ
ば
、
ワ

ク
チ
ン
開
発
支
援
等
）
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か

し
、
不
可
逆
な
投
資
の
場
合
は
、
売
却
は
困
難
で
あ
る
。

（
ス
ー
パ
ー
堤
防
を
民
間
に
売
却
す
る
こ
と
は
不
可
能
で

あ
ろ
う
。）
こ
の
よ
う
な
不
可
逆
な
投
資
に
つ
い
て
は
、

慎
重
に
判
断
す
べ
き
と
指
摘
す
る
の
が
リ
ア
ル
オ
プ
シ
ョ

ン
理
論
で
あ
る
。
同
理
論
は
、
不
確
実
性
が
高
い
ほ
ど
、
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投
資
に
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
と
し
て
い
る
。
不
確
実
性
の

高
い
時
代
に
お
い
て
は
、
想
定
外
の
シ
ョ
ッ
ク
に
対
応
で

き
る
柔
軟
性
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
財
政
余

力
を
確
保
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
高
い
公
債
比

率
の
ま
ま
で
は
、
次
の
想
定
外
の
シ
ョ
ッ
ク
に
対
応
し
た

政
府
支
出
が
困
難
に
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
シ
ョ
ッ
ク
で

税
収
が
急
減
す
れ
ば
、
財
政
危
機
と
い
う
新
た
な
危
機
が

生
じ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
不
確
実
性
の
高
い
時
代

に
は
、
財
政
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
確
保
は
、
き
わ
め
て
重
要

で
あ
る
。

　

次
の
危
機
に
備
え
る
た
め
の
財
政
再
建
の
重
要
性
は
、

海
外
で
は
よ
く
認
識
さ
れ
て
い
る
。
特
に
英
国
に
お
い
て

は
、
あ
る
危
機
の
最
中
に
お
い
て
も
、
そ
の
危
機
へ
の
対

応
に
あ
る
程
度
の
目
途
が
つ
く
と
、
次
の
危
機
に
備
え
る

た
め
の
財
政
再
建
を
明
示
的
に
開
始
し
て
い
る
。
例
え

ば
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
お
い
て
は
、
英
国
は
、
有
力

銀
行
が
破
綻
す
る
な
ど
、
米
国
と
並
び
、
最
も
深
刻
な
影

響
を
受
け
た
が
、
危
機
の
影
響
が
二
〇
一
〇
年
に
発
足
し

た
キ
ャ
メ
ロ
ン
政
権
は
、
二
〇
〇
九
年
度
に
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で

約
一
一
％
に
膨
ら
ん
で
い
た
巨
額
の
財
政
赤
字
の
削
減
を

重
要
な
政
策
目
標
と
し
、
付
加
価
値
税
の
増
税
と
財
政
支

出
の
削
減
を
含
む
強
力
な
財
政
再
建
策
を
打
ち
出
し
た
。

歳
出
削
減
策
の
内
容
と
し
て
は
、
保
守
党
を
中
心
と
し
た

連
立
政
権
と
い
う
こ
と
で
福
祉
支
出
の
削
減
策
が
含
ま
れ

た
が
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
防
衛
予
算
の
ド
ラ
ス

テ
ィ
ッ
ク
な
削
減
に
も
踏
み
込
ん
だ
。
当
時
、
建
造
中
で

あ
っ
た
二
隻
の
新
型
航
空
母
艦
に
つ
い
て
は
、
一
隻
建
造

中
止
や
イ
ン
ド
海
軍
へ
の
売
却
等
の
案
も
浮
上
し
た
ほ
ど

で
あ
る
。（
結
局
、
二
隻
と
も
建
造
さ
れ
、
英
国
海
軍
所

属
と
な
っ
た
が
。）
こ
の
際
、
強
調
さ
れ
た
の
が
、
急
ぎ

財
政
再
建
を
行
わ
な
い
と
、
次
の
シ
ョ
ッ
ク
に
対
応
で
き

な
い
と
い
う
主
張
で
あ
っ
た
。
今
回
のCO

V
ID
19

に
つ

い
て
も
、
英
国
は
深
刻
な
感
染
拡
大
を
経
験
し
、
巨
額
の

財
政
支
出
を
行
い
、
二
〇
二
〇
年
度
の
財
政
赤
字
は
一
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二
・
八
％
に
達
し
た
が
、
二
〇
二
一
年
度
予
算
で
は
、
早

く
も
今
後
の
財
政
再
建
策
に
つ
い
て
表
明
し
た
。
具
体
的

に
は
、
二
〇
二
三
年
四
月
か
ら
法
人
税
率
の
一
九
％
か
ら

二
五
％
引
上
げ
や
所
得
税
・
相
続
税
の
基
礎
控
除
額
の
据

え
置
き
等
の
増
収
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
ス
ナ
ク
財
務

相
は
、
二
〇
二
一
年
一
〇
月
に
、「
政
府
の
累
積
債
務
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
を
低
下
さ
せ
る
」
こ
と
と
、「
借
金
は
将
来
の

成
長
や
繁
栄
へ
の
投
資
に
限
り
、
日
々
の
支
出
は
税
収
で

賄
う
」
こ
と
と
い
う
責
任
あ
る
財
政
運
営
の
た
め
の
二
つ

の
原
則
を
表
明
し
、
二
〇
二
四
年
度
ま
で
に
実
現
す
る
と

し
た
。
そ
う
し
た
財
政
再
建
の
原
則
を
示
し
た
理
由
に
つ

い
て
「
次
の
危
機
が
来
た
と
き
に
財
政
的
余
地
が
あ
る
よ

う
、
財
政
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る

（
日
本
経
済
新
聞2021.10.28

）。

　

翻
っ
て
、
我
が
国
の
財
政
政
策
は
ど
う
で
あ
ろ
う
？

CO
V
ID
19

と
い
う
未
曽
有
の
危
機
に
際
し
、
財
政
支
出

を
拡
大
し
、
対
応
す
る
こ
と
は
必
要
だ
が
、
そ
の
財
源
に

つ
い
て
は
、
巨
額
の
国
債
発
行
に
頼
る
の
み
で
、
最
終
的

な
財
源
を
ど
う
す
る
か
に
つ
い
て
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

少
子
高
齢
化
に
伴
い
、
社
会
保
障
支
出
を
抑
制
す
る
の
が

困
難
な
中
、
最
終
的
な
財
源
は
、
増
税
し
か
な
い
の
は
明

ら
か
で
あ
る
。
格
差
是
正
を
重
視
す
る
新
し
い
資
本
主
義

の
下
で
は
、
金
融
所
得
課
税
の
強
化
が
求
め
ら
れ
、
さ
ら

に
は
、
社
会
保
障
支
出
の
財
源
を
確
保
す
る
た
め
の
消
費

税
増
税
も
不
可
避
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
現
時
点
で
は
、

政
治
的
な
思
惑
か
ら
増
税
に
言
及
す
る
こ
と
す
ら
避
け
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
の
状
況
で
は
、
財
政
余
力
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
次
の
経
済
シ
ョ
ッ
ク
が
起
こ
れ
ば
、
必
要
な

財
政
的
支
出
が
実
施
で
き
な
い
の
み
な
ら
ず
、
財
政
危
機

が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

　

我
が
国
に
お
い
て
も
、
財
政
レ
ジ
リ
ア
ン
ス
の
重
要
性

を
認
識
し
、
英
国
の
よ
う
に
、
次
の
危
機
に
対
処
可
能
と

す
る
た
め
に
、CO

V
ID
19

対
策
等
で
膨
ら
ん
だ
公
債
比

率
を
引
き
下
げ
、
財
政
余
力
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
速
や
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か
に
今
後
の
財
政
再
建
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
我

が
国
の
き
わ
め
て
脆
弱
な
財
政
レ
ジ
リ
ア
ン
ス
を
改
善
す

る
た
め
に
残
さ
れ
た
時
間
は
多
く
な
い
。

（
く
に
え
だ
　
し
げ
き
・
中
央
大
学
法
学
部
教
授
）


